
     

環　境　経　営　レ　ポ　ー　ト

2023年 7月　5日改定

2022年1月～2022年12月

2023年 1月23日作成

中　根　管　工　株　式　会　社



1.事業所 (組織） 中根管工株式会社

　 代表者氏名 代表取締役 中根鍵治 水野　崇

2.所在地 〒471-0066

豊田市栄町６丁目３番地７

3.環境管理責任者 取締役 後藤久司

　　担当者連絡先 　　　 横田　美加

連絡先　　 電話 0565－31－0545

ＦＡＸ 0565－31－0548

Ｅ－mail : Kankou-n@nifty.com

4.事業活動の内容

5.事業の規模

6.事業沿革

7.資本金 資本金　 2,100 万円

8.事業年度 1月1日～12月31日

1.　組織　　　本社

4.　レポートの発行日  2023年1月23日

管工事業 　
愛知県知事許可（特定３　第３８０３号）

8 8

単位

56,207売上高

従業員数

床面積

27,112  万円

人

中根管工株式会社へ組織変更

ｎ_coｒpo@nakanekannkou.com

110 110 110

2020年 2021年 2022年

7

36,394

（2）対象範囲（認証・登録範囲）, ﾚﾎﾟｰﾄの対象期間及び発行日

 （ 1 ）組織の概要

2.　活動 　　管工事業　

3.　対象期間　2022年1月1日～2022年12月31日

㎡

中根管工事工業所　　設立昭和25年6月1日
昭和36年1月1日

mailto:ｎ_coｒpo@nakanekannkou.com
mailto:ｎ_coｒpo@nakanekannkou.com
mailto:ｎ_coｒpo@nakanekannkou.com


　　当社は、空調・衛生・水道施設設備を主な事業とし、事業活動において、地球環境の

企業理念
　　当社は、豊田地域を中心に、事業を展開する中で環境の影響を考え、エコアク

2 0 1 4 年 1 月 2 0 日

2 0 2 1 年　　７月7 月 1 5 日

中根管工株式会社

代表取締役   　水野　崇

制定日

改定日

　　　　継続的改善を進めます。

（３）　この環境経営方針を日常活動を通じ、全社員に周知徹底し、環境経営システムの

省資源に努め、環境配慮型の工法を実施します。⑥

（３）　環　境　経　営　方　針

　　することを努め、下記の環境企業理念および環境経営方針を制定いたします。

⑤ 社会貢献活動を積極的にします。

（２）　環境経営目標・環境経営計画を定め次の活動を実施します。

③

① 省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。

水使用量の削減をします。

② 廃棄物の適正な処理とリサイクルの推進に努め、削減します。

④ 資材・物品のグリーン購入をします。

（１）　環境関連法規制とその他要求事項を尊守します。

    保全を意識し、自然環境との調和に配慮して、循環型社会活動を自主的・積極的に推進

　　ション２１環境システムを構築、運用,維持し継続的に環境への負荷低減を目指します。

環境経営方針



基準年度

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

単位 2018年1月 2019年1月 2020年1月 2021年1月 2022年1月

～ ～2019年12月 ～2020年12月 ～2021年12月 ～2022年12月

2018年12月

ｋｇ-CO₂ 49,021 48,531 48,041 47,550 47,060

電力 ｋＷｈ 14,079 13,938 13,797 13,657 13,516

内訳 ガソリン Ｌ 18,245 18,063 17,880 17,698 17,515

プロパンガス（ＬＰＧ） ｋｇ 16 16 15 15 15

ｋｇ 8,525 8,355 8,184 8,014 7,843

㎥ 63 62 62 61 60

品目 積極的購入 積極的購入 積極的購入 積極的購入 積極的購入

回数 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回

積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案

※目標値　二酸化炭素排出量、電力、ガソリン、プロパンガス（ＬＰＧ）、水使用量については毎年-1％

　　　　　　　産業廃棄物については毎年-2％

※　電力使用量のＣＯ２調整後排出係数は中部電力の2017年度値（０．４７２ｋｇーＣＯ２/ｋＷh）を使用

※　化学物質の使用はありません。

※一般廃棄物は数値目標としないとして削減には努めます。

環境配慮　施工方法の提案

目標年度

二酸化炭素排出量

産業廃棄物排出量

※目標値

水使用量

グリーン購入の推進

（4）-1 環境経営目標

社会貢献活動の推進

項目



基準年度

2023年 2024年 2025年 2026年

単位 2023年1月 2024年1月 2025年1月 2026年1月

2022/1/1～ ～2023年12月 ～2024年12月 ～2025年12月 ～2026年12月

2022年12月

ｋｇ-CO₂ 29,915 29,616 29,317 29,018 28,718

電力 ｋＷｈ 11,338 11,225 11,111 10,998 10,884

内訳 ガソリン Ｌ 10,982 10,872 10,762 10,653 10,543

プロパンガス（ＬＰＧ） ｋｇ 13 13 13 13 12

ｋｇ 5,975 5,856 5,736 5,617 5,497

㎥ 46 46 45 45 44

品目 積極的購入 積極的購入 積極的購入 積極的購入 積極的購入

回数 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回

積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案

※目標値　二酸化炭素排出量、電力、ガソリン、プロパンガス（ＬＰＧ）、水使用量については毎年-1％

　　　　　　　産業廃棄物については毎年-2％

※　電力使用量のＣＯ２調整後排出係数は中部電力の2021年度値（０．３８８ｋｇーＣＯ２/ｋＷh）を使用

※　化学物質の使用はありません。

※一般廃棄物は数値目標としないとして削減には努めます。

二酸化炭素排出量

産業廃棄物排出量

水使用量

グリーン購入の推進

社会貢献活動の推進

環境配慮　施工方法の提案

（4）-2 環境経営目標

目標年度

項目

※目標値

2022年年
度の実績を
新たな基準
値とする。



（運用期間：２０２２年１月～２０２２年１２月）

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

2018年基準 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

電力 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
① 使用量削減 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

二酸化炭素 実施 △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
の （2％削減） 計画 実施 実施 実施

排出量削減 実施 ○ ○ ○
計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2018年基準 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

ガソリン 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
使用量削減 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（2％削減） 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般廃棄物 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

② 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廃棄物 2018年基準 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

の 産業廃棄物 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
排出量削減 排出量削減 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

（4％削減） 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2018年基準 計画 実施

③ 上水使用量 実施 ○
水使用量 削減 計画 実施

の 実施 ○
削減 （2％削減） 計画 実施 実施 実施 実施 実施

実施 ○ ○ ○ ○ ○
④ 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

グリーン購入 グリーン購入 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
の 拡大 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

推進 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
⑤ 後藤 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

社会貢献活動 周辺清掃 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
の （月１回） 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

推進 第２月曜・朝 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑥ 設計・工法 計画 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

環境配慮 積極的提案 実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③昼休み・残業・退社時
の節電を徹底する

担当取組内容

（5）（6） 環境経営計画及び環境経営計画に基づき実施した取組内容（実施体制を含む）

環境方針
2022年　スケジュール／進捗確認　（評価…○予定通り実施　　　△…一部未実施　　　×…未実施）

承認者

環境目標

2022.1.22作成 水　野　崇

②ＬＥＤ化を進める

各自

計画作成日 作成者

後藤　久司

後藤

後藤

④冷暖房機の清掃を、
年２回実施する

水野
(昭）

後藤

③産業廃棄物の分別を
徹底する

⑤長時間使用しないﾊﾟｿｺ
ﾝ・ｼｭﾚｯﾀｰ等、電源オフ

①冷暖房の設定温度見
直し、標準化する

後藤

各自

①アイドリング・ストップ

各自

安藤

①節水コマの設置

②点検票作成・チェック

③エアコン温度を気象条件

に応じ、こまめに調節する

後藤

後藤

①紙使用量の削減 横田

後藤

②紙排出量の削減

③水道配管からの漏水
を点検する（年４回）

①会社周辺清掃担当の
割当（月１回）

①エコ商品の調査

各自

②エコ運転の実施（急発
進・急停止・空ﾌﾞｶｼ停止）

横田

①担当者毎、年に１回
程度

各自

②エコ商品の積極購入

②水道元栓の開度調整

横田



年 1 日 日

体制図

（認証登録対象外）

　　　

ea21事務局

21（6）-2　実施体制 作成日： 2023

後藤　久司

代表者
代表取締役社長　水野　崇

作成者：

承認者：

従業員数

水野　崇

7名

井手　広和
ea21担当
水野昭子

総務課

ea21担当
水野　崇

営業課

代表者 水野　崇

経営における課題とチャンスの明確化。環境経営方針の設定、環境管理

の承認。代表者による全体の評価と見直し、指示。

建設現場
現場代理人

環境管理の責任者

後藤取締役

工事部

ea21担当

横田　美加

担　当　者 責　　任　　・　　権　　限

役割・責任・権限

協力会社

役　割

ea21担当

事務局

その状況を代表者に報告する。　環境経営レポート作成。

横田 美加

外部からの苦情の受付と必要な対応及び結果の記録。

ea２１文書及び記録の作成、維持、管理。

後藤　久司
環境管理の

責任者

環境管理の責任者・環境経営システムを構築し、運用し、維持する。

の責任者の任命など、実施体制の構築、資源の準備、環境経営レポート

水野　昭子

現場代理人 工事部 建設現場のエネルギー削減、環境経営の管理。

水野　昭子 車輌の燃料の管理。

井手　広和 廃棄物の管理、リサイクル率、資材の管理。

電力、水消費量の管理。



1.運用期間（2022年1月～2022年12月）の環境目標・実績・評価

基準期間

2018年1月

単位 ～

2018年12月

基準値 目標削減率 目標値 実績値 増減割合(%)

ｋｇ-CO₂ 49,021 -4% 47,060 30,868 -37%

電力 ｋｗｈ 14,079 -4% 13,516 11,338 -19%

内訳
ガソリン Ｌ 18,245 -4% 17,515 10,982 -40%

プロパンガス（ＬＰＧ） ｋｇ 16 -4% 15 13 -20%

ｋｇ 8,525 -8% 7,843 5,975 -30%

㎥ 63 -4% 60 46 -27%

品目 積極的購入 積極的購入 積極的購入 ○

回数 週1回 週1回 週1回 ○

積極的提案 積極的提案 積極的提案 積極的提案 ○

※　電力使用量のＣＯ２調整後排出係数は中部電力の2017年度値（０．４72ｋｇーＣＯ２/ｋＷh）を使用

(7)-1環境経営目標の実績

運用期間

2022年1月

項目
～

社会貢献活動の推進

環境配慮　施工方法の提案

2022年12月

二酸化炭素排出量

産業廃棄物排出量

水使用量

グリーン購入の推進



（7）-2環境経営計画の取組結果とその評価
（運用期間：２０２2年１月～２０２2年１２月）

電力

①
二酸化炭素

の
排出量削減

ガソリン

② 一般廃棄物

廃棄物
の

排出量削減

③ 上水使用量

水使用量
の

削減

④
グリーン購入 グリーン購入

の
推進
⑤

社会貢献活動 周辺清掃

の
推進
⑥ 設計・工法

環境配慮 積極的提案

（7）-3　次年度の環境経営計画
環境経営計画は次年度も従来通り維持します。

産業廃棄物

②点検票作成・チェック

①担当者毎、年に１回程度

活動項目 評価

　　コマを節水コマに変更、配管からの水漏れ確認、ムダな水（流しでの流し

っぱなし作業）の禁止を徹底することができました。

　　商品購入時にグリーン商品を常に意識して、購入しました。

②水道元栓の開度調整

①会社周辺清掃担当の割当（月１回）

　照明のＬＥＤ化及び省エネエアコンを導入しました。不必要な電気

の消灯、電灯の間引き、空調の設定温度の徹底を実行した結果、使用量の

　削減につながりました。昨年、昼休みの消灯ができていなかったため、今年において

　は徹底できた。

③水道配管からの漏水を点検する（年４回）

⑤長時間使用しないﾊﾟｿｺﾝ・ｼｭﾚｯﾀｰ等、電源オフ

①アイドリング・ストップ 　　車の使用者にアイドリングストップ急発進、空ぶかし等を意識することで削減を計り

ました。目標は達成したが、現場が遠かったこともあり、昨年よりも排出量は上回った。

　　社内用は裏紙コピーを使用、両面印刷で紙の使用量の削減に繋がりました。

ダンボール新聞紙、金属くずのリサイクルを目指しｺﾞﾐの分別を徹底をしました。

②エコ運転の実施（急発進・急停止・空ﾌﾞｶｼ停止）

③エアコン温度を気象条件に応じ、こまめに調節する

現場で発生した廃棄物を削減することができました。

　埋め戻し土を良質土から再生土への変更を現場で積極的に提案しました。

③産業廃棄物の分別を徹底する

①節水コマの設置

①紙使用量の削減

②紙排出量の削減

活動をしました。

①エコ商品の調査

②エコ商品の積極購入

　環境ボランティアとしてＥＡ導入以降、毎月1回会社周辺道路のゴミ拾い

④冷暖房機の清掃を、　　年２回実施する

①冷暖房の設定温度見直し、標準化する

②ＬＥＤ化を進める

目的 項目

③昼休み・残業・退社時の節電を徹底する



年末評価
　　　　　　　評価日：2022年1月21日 評価者：後藤久司

　　　順守評価

〇適合　　×不適合

○

○

○

○

愛知県廃棄物適正処理条例
○

○

苦情なし

○

苦情なし

フロン排出抑制法 廃棄実績なし

○

愛知県民の生活環境保全条例
○

家電リサイクル法
廃棄実績なし

自動車リサイクル法　　リース車　自社
廃棄実績なし

※産業廃棄物業者の現地確認は優良認定業者です。
当事業所に適用される環境関連法規についての違反は過去3年間ありません。また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟等も過去3年間ありません。

廃棄物処理法 廃棄物の適正分別と保管場所の確保

管理票交付状況の県知事への年度報告（6月30日期限） 管理票交付状況報告書　　

自動車の駐停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ及び社員教育義務 従業者への教育指導
ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ表示の掲示

廃棄物分別手順と保管場所の掲示

産業廃棄物の適正処理（収集運搬、処理業者への委託）

契約産業廃棄物業者の現地確認産業廃棄物委託業者の能力確認、年度現地確認

適正な引渡し　収集・運搬、リサイクルにか
かる費用の支払

家電製品をリサイクルし、資源の利用を推進する義務

見直し日：令和5年1月22日　作成者：後藤久司　　　　　　．

適用法令等 内容

委託契約書   誠美社工業㈱

産業廃棄物管理表（マニフェスト）の交付と期間内処理の
確認

マニフェスト管理と５年間保存

順守項目

簡易漏洩点検の実施及び点検　簡易点検 四半期ごとの点検

騒音規制法 特定建設作業の規制 特定建設作業の届出

地域住民の苦情への対応
（苦情があった場合）

苦情受付処理記録

（8）環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反,訴訟などの有無

特定製品の修繕、廃棄物の適正回収、破壊措置義務 フロン回収登録業者への委託

使用済自動車の積極的なリサイクル・適正処理義務 リサイクル料金の支払　使用済自動車の引
渡し

振動規制法 特定建設作業の規制 特定建設作業の届出

地域住民の苦情への対応
（苦情があった場合）

苦情受付処理記録



【代表者は全体見直しに必要な情報を環境管理責任者に報告を求め

システムの有効性 ・ 取組の適切性を評価する】

１．環境経営方針
設定に問題 有　 ・　 無

2．環境経営目標とその達成状況
・達成 設定に問題　 有　 ・　 無

（目標数値）
・達成 項目
・未達成 原因

・取組に問題 有　 ・　 無 次年度の取組

4.実施体制  
設定に問題 有　 ・　 無

5．環境関連法規の見直し・尊守状況

・見直し　　　　　　　　 有　 ・　 無
・尊守状況 尊守しています

４．審査結果情報
特に無し

6．外部からの苦情等の受付結果

・苦情等受付　　　　   有　 ・　 無

7．問題点の是正予防報告
 

<評価結果>　 １．環境経営システム 有効に機能している　 ・ 　機能していない
２．環境への取組み 適切　  ・　  一部適切でない

<変更判断・指示> １．環境経営方針の変更 有　　・　　無
２．環境経営目標の変更 有　　・　　無
３．環境経営計画の変更 有　　・　　無
４．実施体制の変更　 有　　・　　無

・変更の理由

<環境管理責任者への指示>　（変更有の場合）

（9）代表者による全体の評価と見直し・指示

代表者による変更の必要性の判断・指示
評価者　：　代表者　水野　崇
記載日　：　2023年　１年　２3日

作成者　：　環境管理責任者
作成日　：　2023年　1月　23日

環境管理責任者による見直しに必要なコメント

保存期間　：　　5年

3．環境経営計画の実施状況


